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私たちは地域を元気にする取り組みを応援します

水
嶋
智
氏（
国
土
交
通

審
議
官

）に
聞
く

地
方
創
生
へ
の
課
題
、今
後
の
取
り
組
み

付
加
価
値
付
け「
稼
げ
る
産
業
」へ

事
例
④

磐
梯
町（
福
島
県
）

「
愛
着
人
口
」３
万
人
を
目
指
し
て
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観
光
経
済
新
聞
、
東
京
交
通
新
聞
、
塗
料

報
知
、
農
村
ニ
ュ
ー
ス
、
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ト

リ
ビ
ュ
ー
ン
の
５
紙
誌
は
、
２
０
２
３
年
共

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
地
方
創
生
へ
『
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
』
で
未
来
を
拓
く
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
、
各
地
で
芽
吹
い

て
い
る
地
域
活
性
化
の
動
き
を
、
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
を
通
じ
、
観
光
業
、
交

通
、
農
業
、
住
宅
・
建
設
業
な
ど
の
視
点
で

レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

道の駅ばんだい

鈴木氏

フォトウォーク＠ばんだい

―
―
地
方
創
生
・
地
域
活
性
化
、

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
に

関
し
、
国
土
交
通
省
が
最
も
期
待

す
る
分
野
、
課
題
、
成
功
例
、
今

後
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

デ
ジ
田
の
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ

り
、
一
つ
は
、
デ
ジ
タ
ル
の
力
を

活
用
し
た
地
方
創
生
の
加
速
化
、

進
化
だ
。
も
う
一
つ
が
、
東
京
の

一
極
集
中
の
是
正
と
多
極
化
を
図

り
、
地
方
が
抱
え
る
社
会
課
題
を

成
長
の
原
動
力
に
切
り
替
え
て
い

く
こ
と
。
構
想
を
受
け
、
７
月
に

国
土
形
成
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ

て
い
る
。
シ
ー
ム
レ
ス
な
（
継
ぎ

目
の
な
い
）
拠
点
連
結
型
国
土
を

目
指
す
こ
と
と
、
デ
ジ
タ
ル
と
リ

ア
ル
が
融
合
し
た
地
域
生
活
圏
の

形
成
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

国
交
省
が
関
わ
る
政
策
分
野
、
施

策
は
非
常
に
広
範
に
渡
る
。

シ
ー
ム
レ
ス
な
拠
点
連
結
型
国

土
の
実
現
に
は
、
幹
線
の
高
速
交

通
体
系
が
欠
か
せ
な
い
。
代
表
例

が
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
整
備
。

ま
た
、
地
域
の
課
題
を
成
長
の
原

動
力
に
変
え
る
際
、
制
約
要
因
と

な
る
の
が
働
き
手
不
足
で
、
Ｄ
Ｘ

化
で
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
国
交
省
所
管
分
野
で
は
、
交

通
、
物
流
、
イ
ン
フ
ラ
、
建
築
、

都
市
、
観
光
が
あ

り
、
ま
だ
ま
だ
Ｄ

Ｘ
化
を
推
進
す
る

余
地
が
あ
る
。

―
―
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
解
禁
問
題

や
タ
ク
シ
ー
の
供
給
不
足
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

か
。ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
の
議
論
に
際

し
、
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い

こ
と
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
の
定
義
が
明
確
に
定

ま
っ
て
い
な
い
こ
と
。
人
に
よ
っ

て
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
い
う
言
葉

の
使
い
方
や
概
念
が
異
な
っ
て
お

り
、
相
当
、
議
論
が
か
み
合
っ
て

な
い
点
が
あ
る
。注
意
し
な
が
ら
、

議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
二

つ
目
は
、
「
公
共
交
通
が
現
実
に

足
り
て
い
な
い
」
と
い
う
喫
緊
の

課
題
だ
。
地
域
の
方
々
の
声
だ
っ

た
り
、
外
国
人
観
光
客
の
声
だ
っ

た
り
す
る
が
、
そ
れ
と
「
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
拡
大
し
て

い
く
」
と
い
う
議
論
は
、
実
は
違

う
も
の
で
は
な
い
か
。
混
同
し
て

一
緒
に
議
論
す
る
の
は
、
必
ず
し

も
適
切
で
は
な
い
。

規
制
改
革
推
進
会
議
の
ワ
ー
キ

ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
議
論
で
は
、

全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合

会
の
川
鍋
一
朗
会
長
が
矢
面
に
立

た
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
タ

ク
シ
ー
業
界
に
努
力
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
面
も
あ
る
。

人
手
不
足
の
時
代
な
の
で
、
効
率

化
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
設
備
投

資
を
し
、
運
賃
の
値
上
げ
を
通
じ

た
賃
上
げ
や
働
き
方
改
革
を
行
う

必
要
が
あ
る
。
利
用
者
に
と
っ
て

も
、
働
き
手
に
と
っ
て
も
魅
力
あ

る
産
業
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
。一

方
で
、
都
市
部
で
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
っ
て
、
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
拡
大
し
て
い
く

べ
き
と
の
議
論
は
、
フ
ェ
ー
ズ

（
段
階
、
局
面
）
が
ち
ょ
っ
と
違

う
の
か
な
と
思
う
。
喫
緊
の
課
題

を
迅
速
に
解
決
す
る
こ
と
を
ま
ず

考
え
た
上
で
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
提
案
に
対
し
て
は
、
ど

う
い
う
判
断
を
し
て
い
く
か
、
多

面
的
に
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。大

至
急
、
取
り
組
む
べ
き
課
題

は
、
現
実
に
困
っ
て
い
る
過
疎
地

の
人
々
の
生
活
交
通
の
確
保
。
そ

れ
と
、
急
増
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
お
客
を
国
策
と
し
て
増
や
そ
う

と
し
て
い
る
中
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
中
心
と
し
た
観
光
客
の
観
光

地
で
の
足
の
不
足
の
問
題
へ
の
対

応
だ
。
対
策
を
打
ち
、
具
体
的
に

解
決
し
て
い
く
こ
と
が
ま
ず
は
急

務
。
地
域
や
時
間
帯
に
よ
っ
て
供

給
が
需
要
に
追
い
つ
い
て
い
な
い

こ
と
が
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
ま
ず
、
タ
ク
シ
ー

の
供
給
力
を
徹
底
的
に
回
復
、
増

加
さ
せ
、
そ
れ
で
も
足
ら
な
い
と

こ
ろ
、
手
が
回
ら
な
い
と
こ
ろ
に

は
、
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
制

度
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
こ
と

が
、
地
域
の
課
題
、
地
域
の
人
た

ち
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
重
要

に
な
っ
て
く
る
。
タ
ク
シ
ー
の
供

給
力
の
徹
底
的
な
回
復
策
と
自
家

用
有
償
の
徹
底
的
な
活
用
策
に
つ

い
て
は
、
観
光
立
国
関
係
閣
僚
会

議
で

月

日
、
緊
急
措
置
と
し

て
決
定
、
公
表
さ
れ
た
。

―
―
地
方
創
生
に
向
け
て
、
各

地
の
観
光
従
事
者
、旅
館
・
ホ
テ

ル
、観
光
施
設
な
ど
の
経
営
者
、従

業
員
に
何
を
期
待
し
て
い
る
か
。

観
光
は
、
地
方
の
社
会
課
題
を

成
長
の
原
動
力
に
転
換
し
て
い
く

た
め
の
非
常
に
重
要
な
分
野
だ
。

例
え
ば
、
地
方
で
は
豊
か
な
自
然

が
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
と
か
、

過
去
の
豊
か
な
歴
史
や
文
化
が
残

っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
あ
る
意

味
、
都
会
か
ら
離
れ
て
い
る
と
い

う
不
便
さ
が
、
地
方
の
社
会
課
題

に
な
っ
て
い
る
中
で
、
手
付
か
ず

の
自
然
や
文
化
の

継
承
を
観
光
資
源

と
し
て
成
長
の
原

動
力
に
転
換
し
て
い
く
と
い
う
の

が
、
観
光
立
国
と
い
う
こ
と
だ
と

思
う
。
観
光
は
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
の
成
長
や
地
域
活
性
化
の
切
り

札
な
の
で
、
観
光
産
業
の
皆
さ
ん

は
、
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
る
社

会
的
な
意
義
に
誇
り
を
持
ち
、
観

光
産
業
に
従
事
し
て
ほ
し
い
。

一
方
で
、
観
光
産
業
自
体
は
、

収
益
性
や
生
産
性
が
低
い
、
あ
る

い
は
、
近
年
は
人
手
不
足
と
構
造

的
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
さ
ら

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に

よ
っ
て
、
一
時
的
に
大
幅
に
旅
行

需
要
が
減
少
し
、
経
営
と
い
う
意

味
で
非
常
に
大
き
な
影
響
を
受
け

た
。
債
務
が
増
大
し
、
こ
れ
か
ら

返
済
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
こ
の
産
業
の
皆
さ
ん
に
、
構

造
的
な
課
題
を
解
決
し
、
「
稼
げ

る
産
業
」
に
変
革
し
て
も
ら
い
た

い
。
例
え
ば
、
日
本
の
宿
泊
は
、

国
際
的
に
比
較
す
る
と
極
め
て
単

価
が
安
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
私

が
去
年
の
秋
、
岸
田
総
理
の
随
行

で
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
総

会
に
行
っ
た
と
き
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
に
２
泊
し
、


万
円
払
っ
た
。
決
し
て
超
豪
華

な
ホ
テ
ル
で
は
な
い
。
同
行
者
た

ち
と
夕
食
に
行
き
、
簡
単
な
ス
パ

ゲ
ッ
テ
ィ
や
ピ
ザ
を
食
べ
た
ら
、

１
人
１
万
５
千
円
く
ら
い
、
平
気

で
取
ら
れ
た
。
通
貨
の
問
題
も
あ

る
が
、
諸
外
国
の
物
価
水
準
は
高

く
な
っ
て
い
る
の
で
、
特
に
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
と
の
関
係
で
は
、
付

加
価
値
を
付
け
、
し
っ
か
り
と
単

価
を
設
定
し
、
稼
げ
る
産
業
に
変

革
し
て
い
く
の
は
非
常
に
大
事
な

の
だ
ろ
う
。

国
と
し
て
も
、
観
光
地
や
観
光

産
業
の
再
生
、
高
付
加
価
値
化
や

観
光
の
Ｄ
Ｘ
化
な
ど
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
て
い
る
。
採
用
活
動
や
省
力

化
に
資
す
る
設
備
投
資
な
ど
、
総

合
的
な
人
手
不
足
対
策
の
支
援
を

進
め
て
い
く
。
収
益
性
と
生
産
性

を
高
め
、
省
力
化
を
図
り
、
職
場

環
境
の
改
善
、
賃
金
な
ど
待
遇
改

善
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
て
、
観

光
産
業
の
発
展
を
支
え
る
従
業
員

の
皆
さ
ん
を
支
え
て
い
き
た
い
。

２
年
前
に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り

の
一
般
社
団
法
人
ば
ん
だ
い
振
興

公
社
は
、
魅
力
あ
る
ま
ち
、「
愛
着

人
口
」
の
拡
大
と
い
っ
た
ビ
ジ
ョ

ン
を
ま
ち
と
共
有
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
取
り
組
む
。
そ
の
事

業
は
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
イ

ベ
ン
ト
開
催
か
ら
観
光
事
業
、
農

業
な
ど
幅
広
く
、
町
内
の
経
済
循

環
の
一
つ
の
要
に
な
っ
て
い
る
。

ば
ん
だ
い
振
興
公
社
は
、
磐
梯

町
と
磐
梯
町
商
工
会
が
磐
梯
町
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
地
域
経
済

の
活
性
化
な
ど
を
目
的
に
２
０
２

１
年
６
月
に
設
立
し
た
公
益
的
民

間
組
織
だ
。

磐
梯
町
は
、
将
来
の
町
の
姿
と

し
て
「
自
分
た
ち

の
子
や
孫
が
暮
ら

し
続
け
た
い
魅
力

あ
る
ま
ち
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
、「
愛
着
人
口
の
拡
大
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
」
を
進
め
て

い
る
。
「
愛
着
人
口
」
と
は
、
公

社
設
立
と
と
も
に
作
っ
た
造
語

で
、
磐
梯
町
へ
の
「
来
訪
等
の
有

無
や
住
民
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、

磐
梯
町
に
対
し
て
好
意
を
持
っ
た

り
、
温
も
り
を
感
じ
た
り
、
愛
し

ん
だ
り
と
い
っ
た
気
持
ち
持
つ

人
」
を
指
す
。
関
係
人
口
や
交
流

人
口
な
ど
地
域
外
の
人
と
の
関
わ

り
強
化
の
み
な
ら
ず
、
町
内
で
暮

ら
す
地
域
の
人
々
の
活
動
も
含
め

た
活
性
化
を
目
指
す
磐
梯
町
の
姿

勢
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
。
磐
梯

町
の
「
後
期
基
本
計
画
」
に
お
い

て
も
、「
関
係
・
愛
着
人
口
数
」
を

令
和
８
年
に
３
万
人
と
す
る
目
標

を
掲
げ
て
い
る
。

振
興
公
社
は
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
し
、
具
体
的
な
事
業
の
受

け
皿
と
し
て
機
能
す
る
。
具
体
的

に
は
、
こ
れ
ま
で
町
外
・
県
外
の

事
業
者
に
委
託
し
て
い
た
よ
う
な

収
益
事
業
を
手
掛
け
、
そ
の
利
益

を
町
へ
と
還
元
し
公
益
事
業
へ
と

投
資
す
る
。
こ
の
循
環
を
繰
り
返

す
こ
と
で
、
町
内
で
の
経
済
を
循

環
さ
せ
る
こ
と
が
狙
い
だ
。

■

■

設
立
当
初
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
関
す
る
業
務
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
が
、
２
年
半
で
事
業
を
拡
大
、

町
の
委
託
に
よ
る
公
益
事
業
と
、

公
社
独
自
の
収
益
事
業
を
手
掛
け

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
「
ふ
る

さ
と
納
税
・
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
／
商
品

開
発
」
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

「
道
の
駅
運
営
事
業
」
「
慧
日
寺

・
庄
九
郎
亭
運
営
」「
農
業
公
社
」

な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

公
社
の
大
き
な
目
的
の
一
つ
が

「

年
後
、

年
後
の
、
町
の
中

心
人
物
を
育
て
る
」
（
企
画
開
発

グ
ル
ー
プ
・
鈴
木
孝
之
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
こ
と
。
そ
の
取

り
組
み
の
一
つ
が
、
２
０
２
２
年

度
、
町
の
委
託
事
業
と
し
て
開
始

し
た
「
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
ば
ん
だ

い
」
だ
。
こ
れ
は
地
域
の
若
者
が

気
軽
に
集
ま
り
、
や
っ
て
み
た
い

こ
と
、
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
づ
く

り
。
毎
回
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
ア

イ
デ
ア
や
課
題
を
参
加
者
が
シ
ェ

ア
し
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と

を
創
造
・
考
え
て
い
く
。
今
年
度

は
、
５
月
に
「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
テ

ー
マ
に
開
催
し
て
以
降
、「
料
理
」

「
写
真
」
を
テ
ー
マ
に
計
３
回
実

施
し
、
年
度
内
に
あ
と
３
回
の
実

施
を
計
画
し
て
い
る
。
町
民
以
外

に
も
門
戸
を
開
き
、
実
際
、
近
隣

の
市
町
村
、
県
外
か
ら
の
参
加
者

も
少
な
く
な
く
、
「
愛
着
人
口
」

の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
愛
着
人
口
増
加
」
の
取
り
組

み
の
一
つ
の
切
り
口
が
若
年
層
に

向
け
た
ア
ピ
ー
ル
だ
。

年
度
事

業
と
し
て
株
式
会
社
Ｊ
Ｒ
東
日
本

び
ゅ
う
ツ
ー
リ
ズ
ム
＆
セ
ー
ル
ス

等
と
連
携
し
て
農
泊
体
験
ツ
ア
ー

を
企
画
し
た
が
、
思
う
よ
う
に
進

ま
な
か
っ
た
事
も
あ
っ
た
。
こ
の

経
験
を
踏
ま
え
て
「
町
を
訪
れ
、

何
か
見
て
帰
る
だ
け
で
は
弱
い
。

町
の
人
と
少
し
で
も
接
点
を
持
つ

機
会
を
」（
鈴
木
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

と
、

年
度
事
業
と
し
て
新
た
に

企
画
し
た
の
が
地
域
と
の
交
流
を

主
軸
に
お
い
た
「
磐
梯
町
学
生
等

地
域
課
題
解
決
活
動
支
援
業
務
」

だ
。
大
学
と
連
携
し
て
学
生
が
地

域
団
体
と
交
流
を
目
的
に
滞
在
し

た
場
合
、
町
が
そ
の
滞
在
費
用
の

一
部
を
支
援
す
る
。
地
域
団
体
の

指
定
は
な
く
、
行
政
区
や
農
業
団

体
、
青
年
会
と
い
っ
た
組
織
は
も

と
よ
り
、
民
間
企
業
も
含
め
広
く

想
定
し
て
い
る
。
交
流
は
単
な
る

視
察
・
見
学
だ
け
で
な
く
、
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

で
あ
る
こ
と
が
条
件
だ
。
既
に
１

団
体
か
ら
の
申
請
が
あ
り
、今
後
、

全
国
の
大
学
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

い
く
。

■

■

観
光
分
野
の
取
り
組
み
も
公
社

の
大
き
な
役
割
と
な
っ
て
い
る
。

磐
梯
町
の
中
心
部
、
町
役
場
か

ら
近
い
場
所
に「
史
跡
慧
日
寺
跡
」

「
庄
九
郎
亭
」
な
ど
が
集
ま
る
、

い
わ
ゆ
る
史
跡
エ
リ
ア
が
あ
る
。

「
史
跡
慧
日
寺
跡
」
は
国
指
定
の

史
跡
、
「
庄
九
郎
亭
」
は
町
が
古

民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
カ

フ
ェ
。
公
社
は
町
か
ら
こ
れ
ら
の

管
理
・
運
営
に
つ
い
て
委
託
を
受

け
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
年

間
５
万
人
の
集
客
を
目
指
し
て
い

る
。ま

た
、
ピ
ー
ク
時
に
は
年
間
１

１
０
万
人
の
来
場
が
あ
っ
た
「
道

の
駅
ば
ん
だ
い
」
の
管
理
運
営
も

担
う
。
来
場
者
は
コ
ロ
ナ
禍
に


万
人
に
減
少
し
た
も
の
の
、
昨
年

は

万
人
に
回
復
、
売
上
高
も
前

年
度
比

％
増
と
大
き
く
伸
ば
し

て
お
り
、
Ｖ
字
回
復
を
目
指
し
て

取
り
組
み
を
進
め

る
。こ

う
し
た
こ
れ

ま
で
の
町
の
資
産
を
生
か
す
取
り

組
み
に
加
え
、
新
た
な
企
画
も
積

極
的
に
展
開
。
今
年
９
月
に
は
官

民
共
創
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
「
フ
ォ

ト
ウ
ォ
ー
ク
＠
ば
ん
だ
い
」
を
開

催
し
た
。
こ
れ
は
一
定
の
コ
ー
ス

を
歩
き
写
真
撮
影
を
行
う
イ
ベ
ン

ト
で
、
町
内
に
生
産
拠
点
を
持
つ

カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー
の
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｍ
Ａ

が
機
材
を
提
供
、
セ
イ
コ
ー
エ
プ

ソ
ン
が
撮
影
し
た
写
真
の
プ
リ
ン

ト
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
企
業
と
連
携
し
て
実
施
し

た
こ
と
が
大
き
な
特
徴
だ
。
町
内

外
か
ら

人
が
参
加
、
大
阪
や
関

東
圏
か
ら
の
参
加
者
も
複
数
人
に

及
ん
だ
と
い
う
。




